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コンブレーの司祭のおしゃべり＊）

──教会が位置する空想の地図の変遷──

加　藤　靖　恵

　『スワン家の方に』第 1 章「コンブレー」の数々の挿話は，作者プルーストの
子供時代におけるイリエ（現イリエ＝コンブレー）での滞在により生み出され
たことは自明であるが，コンブレーはあくまで小説のために創作された架空の
村に過ぎないことも事実である。『ジャン・サントゥイユ』草稿で主人公が休暇
を過ごす村はイリエの名をとどめているが，教会の描写は極めて簡潔である。
一方で，中世キリスト教芸術を論じるラスキン，エミール・マールに感化され
た後で執筆された『失われた時を求めて』では，村の教会の外観や内装が詳細
に描かれている。
　レオニー叔母を訪問した際に，村の司祭は自分の教会について以下のように
述べている──

サン＝チレールには参観するに値する箇所がいくつかありますが，とても古い部分が
数カ所私の哀れなバジリカにもあるのですよ，この司教区で修復すらされていない唯
一の教会なのですからね。いや，正面玄関は汚らしくて古くさいですが，言ってみれ
ば荘厳さをそなえているのです〔…〕［I, 102］

「バジリカ（basilique）」という語は，実在のイリエの小さな教会にはふさわし
くない。ところが，コンブレーの教会には「ゲルマント卿，ジュヌヴィエーヴ・
ド・ブラバンの直系であるジルベール・ル・モーヴェ」のステンドグラスや， 
テオドベールの初代教会の地下納骨堂が残されているのだ［I, 103-104］。
　正面玄関の描写は草稿ではさらに詳しい。1909 年秋の草稿では，旧教会を焼
き払ったジルベール・ル・モーヴェが現教会を建立したとされる──

しかしオクターヴ奥様，それは 11 世紀のことなのですよ。そしてそれ以来私の教会は



24

建て直されたことがないのです。シャトーダンからレザンドゥリに至るまで，マント
からリジューに至るまで，これほど惨めったらしく，古くさい正面玄関をもつ教会が
あるとは思えません。全く破壊され，カビが生え，この哀れな聖母像には腕がないし， 
ニッチにはゲルマントの領主たちやブラバン公たちの脚の部分しか残っていない〔…〕
これらはユグノー教徒たちが破壊した彫像の残骸なのです〔…〕 1）

この「11 世紀の」建造物の描写には時代錯誤が含まれている。ヴィオレ＝ル＝
デュックによると，ニッチが出現したのは 13 世紀初めであり，「ロマネスク時
代の建造物には全く見られない」 2）。複数のニッチと彫像が聖母マリア像を囲む
ように据えられたコンブレー教会の正面玄関は，むしろ 12 世紀初めに現れだし
た新しい様式を想起させる。イリエのサン＝ジャック教会は，百年戦争中に破
壊され，15 世紀にフロオン・ディリエによって 11 世紀の初期教会跡に建立さ
れたものだ。正面玄関には，扉口中央の中柱に聖母像があるだけで，それ以外
の彫像やニッチは見られない〔図版 1 〕。1904 年出版のジョゼフ・マルキ著『イ
リエ』に収められた 2 枚の写真によると，この玄関の現在の状態はプルースト
の時代から変わっていない 3）。
　最終稿で，司祭は「司教区内で唯一」この教会が「修復すらされていない」
と明言しているが［I, 102］，これはもちろん実在のイリエの教会には当てはま
らない。上に引用した草稿では，司教区内の比較対象として，4 つの地名が挙
げられている。そのうちマントは，イリエやシャトーダンと同じくシャルトル
司教区にあったが，1822 年の分割以後，ヴェルサイユ司教区の所属となる。レ
ザンドゥリは実際にはエヴルー司教区，リジュはバイユー司教区であり，コン
ブレーの司祭の言う「司教区」は架空の地理上のものであることが明らかで
ある。

『失われた時を求めて』初期カイエにおける教会玄関の描写

　司教による描写について，生成過程において興味深い試行錯誤が見られる。
まず最も古い草稿では次のとおりである──

私の教会の正面限界は黒ずんで，汚らしく，最も貧しい教会にも望まれないような代
物です。ドゥルーからレザンドゥリスに至るまで，コンブレーほど重要でない土地の
全ての教会の玄関が新しくなったにもかかわらず，私の教会の玄関には手が入らない
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のは，あの哀れな聖母像のせいなのですよ，初代ゲルマント公フィリベール・ル・ボー
戴冠の場面を表しているということですが，真偽はわかりません，というのも残って
いるのはその聖母像だけで，もう一方の彫像は破壊されているのですから，それでも
私の教会の玄関が修復されない十分な理由となるわけなのですよ。 4）

玄関が「黒ずんで，汚らしい」と最終稿よりも具体的に描かれているが，聖母
像の破壊の度合いについては記述がない。この像は元 「々初代ゲルマント公（le 
premier prince de Guermantes）」の像と対をなしていたとある。『20 世紀ラ
ルース辞典』によれば「prince（大公，公）」がフランス北部で用いられるよう
になったのは 12 世紀半ばである。フィリベール・ル・ボー（フィリベルト 2
世）は 15 世紀の実在の人物で，サヴォイア公，ピエモンテ公でもあった。コン
ブレーの教会玄関に元々彼の彫像があったとすると，15 世紀に再建された実在
のイリエのサン＝ジャック教会と年代的に近くなる。ところが同じ草稿による
と，ゲルマント家の系譜は 10 世紀に遡る。「初代ゲルマント卿のクロドアルド」
がコンブレーをロロの襲撃から護ったという記述があるからだ 5）。玄関にニッ
チがあるとは書かれておらず，この段階では彫像は上記の 2 体のみのようだ。
コンブレーと比較される町の名前としてはここではドゥルーとレザンドゥリの
みが挙げられる。
　次に書かれた断片は，同じ草稿ノートの 3 ページ先である──

しかし 11 世紀のことですよ，シャルル奥様，それ以来私の教会は建て直されていない
のです。ドゥルーからレザンドゥリにまたがる間に，これ以上惨めで，黒ずんで，カ
ビの染みのついた正面玄関はありません。かなり古い上に，破壊されていて，哀れな
聖母にはもはや腕はないですし，ニッチはどれも，大革命の時に壊されたゲルマント
の領主たちの彫像の脚部をかろうじてとどめている有様です。 6）

教会の再建の時期が 11 世紀と明言されており，ニッチや彫像の数も増えている
一方で，15 世紀の大公の名前は引用されていない。
　別の草稿ノートにさらに新しいヴァージョンが執筆される──

しかし 11 世紀のことですよ，シャルル奥様，それ以来私の教会は建て直されていない
のです。ドゥルー〈シャトーダン〉からレザンドゥリ，マントからリジューにまたが
る間に，これ以上惨めで，カビの染みのついた正面玄関はありません。かなり古い上， 
破壊されていて，哀れな聖母にはもはや腕はないですし，ニッチはどれも，ユグノー
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たちに壊されたゲルマントの司教たち 大公たち〈領主たち〉，そしてブラバント公た
ちの彫像の脚部をかろうじてとどめている有様です〈ご存知のようにあの有名なジュ
ヌヴィエーヴ・ド・ブラバンはゲルマント伯爵夫人の娘だったのです。一族の長女は
今でも必ずギヌヴェールと名付けられているのは，ジュヌヴィエーヴという名からき
ているのです〉。 7）

レザンドゥリとリジューへの言及がここで登場し，ドゥルーの地名が削除され
て，代わりにシャトーダンと行間に加筆される。ドゥルーはウール＝エ＝ロ
ワール県の北端に位置するので，レザンドゥリ，マントとリジューとともにノ
ルマンディー地方の一部，南北 50 キロメートル，東西 100 キロメートルの範囲
のみを取り囲むことになる 〔図版 2 〕。シャトーダンはイリエの南 30 キロメール
に位置するため，この地名の入れ替えによって，司祭の会話で示されるの 
地域は，イリエが存在するウール＝エ＝ロワールも含んでより広範囲となる
〔図版 3 〕。
　地理的な整合性に加えて，シャートーダンの選択は，司祭の言説の歴史的文
脈にもより合致する。最後に引用した草稿では，ジュヌヴィエーヴ・ド・ブラ
バンを引き合いに出すことにより，教会の古い由来が強調される。ドゥルーの
サン＝ピエール教会の建立は 13 世紀に始まったが，現在の建物の大部分は 15
世紀のものであり，ヴェルデュラン夫妻がオデットを伴った有名な王室礼拝堂
は 19 世紀に建てられた［I, 287］。一方でシャトーダンには 12 世紀の教会がい
くつも残る。中世の様相をとどめたこの町は，コンブレー住民にとって親しみ
深い土地である 8）。とはいえ，司祭の描写に一致する正面玄関を備えた教会は
ここにも見られない。地盤の悪いところに建てられたために主要部分の崩壊と
再建が繰り返されたマドレーヌ教会の北正面には大革命前は 13 の彫像が飾られ
ていたが，一体も復元されていない上，1733 年にアントワーヌ・ランスロが公
にした描写によると，そのなかに聖母像はなかった 9）。南玄関は 12 世紀のまま
で保存状態がいいものの，人物像，怪物，種々の動物が彫られたアーキボルト
があるだけで立像は見られない〔図版 4 〕 10）。同時期の正面玄関を持つサン＝
ヴァレリアン教会も同様である。

エルスチールの蒐集家とノルマンディーの都市

　ノルマンディー地方やイル・ド・フランスに重要な教会が数多いなか，この
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挿話の草稿で引用された都市の選択はいかなる基準でなされたのだろうか。こ
れに関連しうるのが『ゲルマントの方』中の短い挿話である。語り手はエルス
チールの作品のうち，まだ自分が知らない絵画が地方に，例えば「レザンドゥ
リのある家に，彼の最も美しい風景画のうちの一枚が」あることを知る［II,  
424］。この箇所の草稿では，「ルーアン〈マント〉の家」「マント L〈ル 〔ーア
ン〕レザンドゥリ〉のある家」というふうに，作者が地名を巡って躊躇したこ
とを示している 11）。この挿話の起源は『ジャン・サントゥイユ』に遡る──

たったいま紹介された人の名前にジョンはまったく聞き覚えがなかった。その人はパ
リではなく，ルーアンに住んでいたのだ。それにしても，展覧会でモネの傑作を鑑賞
した後，カタログでそれが「ルーアンのXX氏所蔵」とあるのを読めば，だれでも彼
に共感を覚えるに違いない。 12）

『ゲルマント家の方』の最終稿でも，レザンドゥリ在住の蒐集家にたいして，主
人公は「重要なある主題についておなじように考える者同士の心情や性格まで
も結合させるような深い共感」に心を動かされるのを感じる［II, 424］。草稿
中，ルーアンのかわりに，マント，レザンドゥリ，あるいは「Ｌ」で始まる地
名が続けざまに書かれる。Ｌの後は書かれないままペンで消されてはいるが， 
リジュー（Lisieux）と書こうとしていた可能性はあるだろうか。

リジュー，マントとレザンドゥリ

　この 3 つの土地のうち，プルーストが実際に訪れたことがあるのはリジュー
だけである。夜の短時間の滞在の模様は 1907 年 11 月 19 日の『フィガロ』紙に
発表された「自動車の旅路の印象」に描かれる。13 世紀建立のリジューのサン
＝ピエール教会の正面玄関の彫像はすべて破壊されており，プルーストが注目
したのは植物のモチーフの彫刻だった。ラスキンによるこの教会のデッサンに
よると，南門のタンパンの聖母子像は当時すでに取り除かれていた。現在リ
ジュー歴史博物館所蔵のこの像は，草稿中のコンブレーの教会玄関の聖母像と
は全く逆に，腕はのこされているが，頭部と下半身が破壊されている。プルー
ストはこの彫像は見ていないはずである 13）。
　マント＝ラ＝ジョリー・コレジアル教会正面玄関には立像は残されていない
が，中央門のまぐさ石とタンパンには聖母の死，復活と戴冠を描いた浅浮き彫
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りが見られる 14）。1901 年 8 月末に，プルーストはロベール・ド・ビリーと共に
この町を訪れる計画をたてたが，健康上の理由で断念した 15）。レザンドゥリの
場合はさらに謎が多い。というのもわれわれが取り上げた 2 つの挿話以外でこ
の地名を引いた例は『失われた時を求めて』の最終稿にも草稿ノートにも 16），
さらには作家の書簡にも存在しないからだ 17）。プルーストが愛読したエミール・
マールの『13 世紀フランス宗教芸術』にも，ラスキンの著作中にもこの町の教
会には言及されていない。ただし後者が所蔵し，自ら赤インキで葉番号付けを
しているターナーのデッサン帳には，この町の建造物を描いたものが数枚含ま
れてはいる 18）。とはいえ，これをプルーストが閲覧しえた可能性はまずない。
ニコラ・プッサン生誕の地であり，19 世紀にも画家（ターナー，ピッサロ，シ
ニャック）や詩人（ユゴー，ポール・フォール）にインスピレーションを与え
たレザンドゥリには 2 つの教会がある。ノートルダム教会の正面玄関は 13 世紀
の作品で，19 世紀に修復された。中央柱には聖母像が据えられている。小アン
ドゥリにあるサン＝ソヴール教会の玄関も 13 世紀のものであるが，中央柱にあ
るのはキリスト像である。

コンブレーの教会のモデルを巡って

　コンブレー教会の「モデル」に関して興味深いのは，1918 年 4 月に『スワン
家の方に』の初版本を入手したジャック・ド・ラクルテルのためにプルースト
が書いた有名な献辞である──

〔コンブレーの教会の〕敷石がサン＝ピエール＝スール＝ディーヴから発想を得たの
か，それともリジューだったか，それすらもおぼえていないのです。ステンドグラス
のうちの何枚かはたしかにエヴルーのものですし，サント＝シャペルやポン＝トド
メールのものもあります。 19）

ここで挙げられた教会のうち，架空の正面玄関のモデルが存在するのだろうか。
サン＝ピエール＝スール＝ディーヴ修道院の設立は 11 世紀である。その後に廃
墟となり，少しずつ再建された。現在の教会は元の建物の跡地に 13 世紀から
14 世紀にかけて建立されたが，11 世紀の要素がところどころに残されている。
身廊北部では 2 箇所，壁の継ぎ目から小円柱と柱頭が覗かれ〔図版 5 〕，南側交
差廊ではゴシック時代の壁のなかにロナネスク様式のアーケードが塗り込めら
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れた痕跡も見られる〔図版 6 〕 20）。コンブレーの教会の内部で，「粗野で野蛮な
11 世紀」が「彼の前に立ちふさがるように粋に身を寄せるゴシックの優美な
アーケードによって隠されて」いるのと正反対である［I, 61］。しかしこのよ
うな例はフランスの他の教会にも見られる。サン＝ピエール＝スール＝ディー
ヴの教会の正面玄関の上部には 16 世紀のニッチがあり，そのなかの聖母像は
19 世紀の作である 21）。
　エヴルーの大聖堂はステンドグラスで有名であり，「コンブレー」のジルベー
ル・ル・モーヴェのモデルとされるシャルル・ル・モーヴェを表したものもあ
る。クローディーヌ・ケマールによると，本論がとりあげる司祭の会話の草稿
中，プルーストは幾度となくシャルルという名前を書いてはペンで消してジル
ベールの名に書き換えている 22）。エヴルー大聖堂の西正面は 13 世紀のもので，
19-20 世紀に修復されたものの，彫像は全く再現されていない。プルーストは
1907 年 9 月に同じ町のもうひとつの教会，「ロマネスク様式とゴシック様式」が
混在し，「美しいステンドグラス」で飾られたサン＝トーラン教会も訪れてい
る 23）。南正面玄関には 13 世紀の浅浮彫が残され，タンパンは 4 人の福音史家
に囲まれる栄光のキリストが，まぐさ石には聖トーランの生涯が表されている。
ポン＝トドメールのサン＝ウアン教会の建立が始まったのが 15 世紀末，パリの
サント＝シャペルの聖母の玄関と最後の審判の玄関はいずれも 1854 年から
1870 年にかけてジェオフロア＝ドゥショームが新たに制作したものである。い
ずれも草稿より引用したコンブレーの教会の描写にはあてはまらない。
　ところで，プルーストは 11 世紀当時のままの教会を実際に見たことがあるの
だろうか。1907 年 8 月のエミール・マール宛書簡には次のようにある──

私はカーンとバイユーとバルロアとディーヴに行きました。あまり疲れないようでし
たらジュミエージュ，ポン＝トドメール，リジュー，サン＝ジョルジュ＝ド＝ボシェ
ルヴィル，ファレーズ，サン＝ヴァンドリールにも行くつもりです。場所がどこかわ
かれば，スリジー＝ラ＝フォレにも行きたいです。 24）

ケマールはジュミエージュの僧院をコンブレーの教会の主要モデルのひとつと
考えている 25）。この建造物は百年戦争の折，シャルル・ル・モーヴェによって
焼き払われた。東端にあるノートルダム教会の西正面は 11 世紀のままであり， 
当時の簡素な様式で，装飾はない。ヴィオレ＝ル＝デュックによれば，教会の
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玄関が彫刻で飾られるようになるのは 12 世紀初頭になってからであり，それま
では「装飾といえば刳形によるもの，レンガでできているか，壁画のほどこさ
れたタンパンに限られて」いたのだ 26）。

結　語

　本論でとりあげた教会は，フランスの北西部の地図上で大きな円を描き，そ
のなかにイリエとエヴルーが位置する〔図版 7 〕。しかし，複数の彫像とニッチ
のある 11 世紀の玄関を備えた教会はそのいずれにも見つからない。ヴィオレ＝
ル＝デュックが書いているとおり，そのような例は西欧の建築史上存在しえな
いことは，プルーストも自覚したのだろうか。清書原稿以降，これに関する描
写は存在しない 27）。架空の教会が中世に遡る由来をもつことを証明する役割は，
正面玄関ではなく，内部の敷石によって担われることとなる──

同じ高さの敷石はふたつと無いにもかかわらず，コンブレー大修道院長たちやブラバ
ン伯爵たちの墓石だという理由で取り替えることもできないのですよ。（ご存知のよう
にゲルマントの領主たちは大昔のブラバン伯爵の子孫であり，有名なジュヌヴィエー
ヴ・ド・ブラバンはゲルマントの姫君だったので，一族の長女は常にジュムヴィエー
ヴという洗礼名を与えられるのですよ）。 28）

ブラバン伯爵がゲルマント家の祖先だという解説が，正面玄関の描写からこの
箇所に移されている。
　プルーストによる推敲は，この架空の教会の描写の年代的不整合だけでなく， 
地理的位置のあいまいさを解消することを目指しているようだ。この教会を複
数の司教区をも含む巨大の円の中心に置く代わりに，最終稿では司祭は実在の
4 つの地名を引用せず，自らの司教区のことだけに言及する。とはいえ『失われ
た時を求めて』の地理的設定には謎が多い。アニック・ブイヤゲは，コンブレー
にまつわる生成過程を「位置の曖昧化の歴史（histoire d’une délocalisation）」
と定義している 29）。彼女によれば，『スワン家の方に』が 1919 年にガリマール
社から再刊された折，数カ所でシャルトルがランスの地名に置き換えられ，コ
ンブレーは実際のイリエの位置ではなく，最終的にシャンパーニュ地方にある
という設定に変わっている。メゼグリーズの野原に立つ主人公は，ジルベルト
がよく行くというランから「何里もあるところに」いながらも，「途中で遮るも
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のが全くないために」この距離も縮められているように感じる［I, 143-144］。
大戦中メゼグリーズで 8 カ月にわたる大きな戦闘があった際（プレイアッド版
註では，1916 年のヴェルダンの戦いを連想させるとある［IV, 335 et n. 2］）。
ジルベルトはドイツ軍から勇敢に城を守った。かくしてコンブレーの教会は， 
イリエの教会と建築的様相が異なるばかりか，最終的には地理的位置も遠ざか
り，現実から自由に創造された記念碑として空想の地図の上に聳えるのだ。
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図版 1 　イリエ＝コンブレーの
サン・ジャック教会の
正面玄関（筆者撮影）
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図版 4　シャトーダン，マドレーヌ教会の南門（筆者撮影）
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図版 5 　サン＝ピエール＝スール＝ディーヴ教会内部（筆者撮影）

図版 6 　サン＝ピエール＝スール＝ディーヴ教会内部（筆者撮影）
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